
東京に観光名所は数あれど
あまり知られていない
穴場スポットは数多く存在します。
そんな「都内の名処」を、隔月で
シニアライフ・コンシェルジュ
藤野政史がご案内します。
今月は、JR東京駅より徒歩8分
銀座線三越前駅より徒歩2分と
アクセス良好な「日本銀行本店本館」
に出掛けてみましょう。

※次回の「都内の名処」は3月号に掲載予定です。
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グローバルライフ株式会社
代表取締役
シニアライフ・コンシェルジュ
シニア世代の皆さまが楽しく、
笑顔で、遊び、学ぶ、集う会

「グローバルライフクラブ」を運営。
「都内の名処」を募集中！

0120-70-0202
グローバルライフクラブ

日本銀行本店本館
お札の発行、物価・金融システムの安定
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日本銀行が世界で初めて導入したお札の自動鑑査機。昭和
44年に使用。従来、手作業で行っていた鑑査（偽造券や、汚
れのひどいお札を分類する作業）のスピードを一気に速めた。

本館地下1階、地下金庫の入り口の扉（昭和初期に追加設置のアメリカ製）は厚さ 
90㎝、重さ 25トン。開閉にとても時間がかかるのだとか。

1,000億円のお札（１万円札の
模擬券）が積み上げられている
様子。その規模感に驚く。撮影
スポットとして人気。
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日本銀行本店本館
■所在地／東京都中央区日本橋本石町2-1-1
■電話番号／情報サービス局見学担当  03-3277-2815
　（受付時間：月～金 午前9時30分～午後4時30分まで、

ただし祝日、年末年始（12月 29日～ 1月 4日）を除く） 
■最寄駅／【電車】地下鉄半蔵門線「三越前」駅（B1出口）

より徒歩1分、銀座線「三越前」駅（A5出口）より徒歩2
分、JR「神田」駅南口、「東京」駅日本橋口から徒歩8分

■入館料／無料

■見学時間／予約見学（事前予約制・約60分）（1）午前9時30
分～（2）午前11時～（3）午後1時45分～（4）午後3時15分
～、当日見学（予約不要・約30分）午後12時45分～1時15分

（整理券が必要）
■定員／予約見学は各回22名、当日見学は各回20名（先着順）
■休館日／土日祝日、年末年始（12／29～1／4)　
　※日本銀行の業務等の事情により、見学案内を実施しないこと

があります。

【本店見学サイト】 https://www.boj.or.jp/about/services/kengaku.htm/
※予約見学は事前予約が必要です。詳細は本店見学予約サイトで確認してください。  https://www5.revn.jp/bojtour/
※新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、見学時間を（1）午前11時～午後12時（2）午後3時15分～4時15分の2回とし、

1回当たりの定員を10名に限定しています。当日見学は中止しています。来館前に必ずご確認ください。

馬の水飲み場
本館が創建された当時は馬車が使われていたため、中庭
には馬用の水飲み場が設けられていた。いまも水が出る
という。

創建当初の壁や天井
地下1階の金庫室には、釉薬（ゆ
うやく）を施すことで耐水性を強化
した白色釉薬レンガや赤レンガな
どが創建当初のまま残る。

お札を運んだマニ車の模型
平成16年までお札は鉄道でも運ばれていた。防犯の観
点からマニ車の存在は秘中の秘とされ、名前や移動スケ
ジュールが運行ダイヤに掲載されることはなかった。
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